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第
１

回
定

例
議

会
は

２
月
２
７

日
（
月
）
開
会
で
す

請
願

・陳
情

は
、
２

月
２
０

日
ま
で
に
。

日
本
共
産
党
は
本
気
の
共
闘
を
す
す

め
る
た
め
に
誠
実
に
力
を
つ
く
し
ま
す
。

野
党
の
共
通
政
策
、
国
政
選
挙
で
の
選

挙
協
力
な
ど
の
協
議
も
野
党
間
で
す
す

め
て
い
ま
す
。

第
４
回
定
例
議
会
の
最
終
日
に
緊
急

動
議
と
し
て
３
人
の
議
員
に
対
す
る
辞

職
勧
告
が
順
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
は
、
川
上
博
議
員
に
対
す
る
辞

職
勧
告
で
、
提
出
理
由
は
８
月
１
０
日

の
議
長
選
で
事
前
に
投
票
を
依
頼
す
る

目
的
で
訪
問
し
た
４
人
の
議
員
に
品
物

を
配
布
し
た
（
そ
の
他
、
大
貫
議
員
に
も

持
参
し
た
が
受
取
り
を
拒
否
さ
れ
た
）
こ

と
は
公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
事
件
。

ま
た
、
私
的
な
海
外
旅
行
で
特
別
委
員

会
の
審
査
を
欠
席
し
た
等
々
。

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
。
賛
成
議
員
は
、
黒
部
博
英
・
小
原

明
彦
・
大
瀧
愛
一
郎
・
岡
崎
欣
也
・
三
次

弘
史
・
坂
本
繁
輝
・
大
貫
道
夫
・
小
森
敬

太
郎
・
吉
川
美
保
・
田
沢
祐
男
・
武
石
寿

長
・
淀
川
茂
樹
・
掛
札
行
雄
・
秋
山
信
夫

・
金
子
卓
の
１
５
議
員

（
地

方
自

治
法

に
よ

り
川

上
博

議
員

は
議

事
に
参

与
で
き

な
い
）。

２
番
目
の
動
議
は
、
岡
崎
榮
一
議
員

に
対
す
る
辞
職
勧
告
で
、
提
出
理
由
は

議
長
経
験
者
で
あ
り
な
が
ら
今
回
の
議

長
選
疑
惑
審
査
に
対
し
て
「
何
も
し
ゃ
べ

る
な
」と
一
期
生
議
員
に
指
示
し
た
等
々
。

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
。
賛
成
議
員
は
、
黒
部
博
英
・
三
次

弘
史
・
坂
本
繁
輝
・
大
貫
道
夫
・
小
森
敬

太
郎
・
田
沢
祐
男
・
武
石
寿
長
・
淀
川
茂

樹
・
掛
札
行
雄
・
秋
山
信
夫
・
金
子
卓
の

１
１
議
員

（
岡

崎
榮

一
議

員
は

議
事

に
参

与

で
き

な
い
）。

３
番
目
の
動
議
は
、
岡
崎
欣
也
議
員

に
対
す
る
辞
職
勧
告
で
、
提
出
理
由
は

倫
理
審
査
特
別
委
員
会
の
委
員
長
で
あ

り
な
が
ら
再
三
再
四
の
疑
惑
指
摘
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
「
確
認
が
取
れ
な
い
」
と

の
答
弁
を
繰
り
返
し
て
き
た
等
。

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
。
賛
成
議
員
は
、
坂
本
繁
輝
・
大
貫

道
夫
・
小
森
敬
太
郎
・
田
沢
祐
男
・
武
石

寿
長
・
淀
川
茂
樹
・
掛
札
行
雄
・
秋
山
信

夫
・
金
子
卓
の
９
議
員

（岡
崎
欣

也
議
員
は

議
事

に
参

与
で
き

な
い
）。
黒
部
博
英
・
三

次
弘
史
両
議
員
は
採
決
時
退
席
し
棄
権
。

「
野
党
と
市
民
の
共
闘
は
政
治
を
変

え
る
希
望
」
│
│
安
倍
政
権
を
倒
し
、

憲
法
を
守
る
政
治
を
取
り
戻
そ
う
と
、

日
本
共
産
党
は
党
大
会
（
１
月
）
で
呼
び

か
け
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
民
進
党
、
自
由
党
、
社

民
党
、
「
沖
縄
の
風
」
の
代
表
も
連
帯
の

あ
い
さ
つ
を
し
、
新
し
い
政
治
を
開
く
決

意
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
（
写
真
）
。

南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
自
衛
隊
派
兵
、
年
金

カ
ッ
ト
、
カ
ジ
ノ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
続
い
て
、
共

謀
罪
…
。
そ
の
う
え
「
ア
メ
リ
カ
第
一
」

の
大
統
領
に
「
日
米
同
盟
第
一
」
と
追
随

す
る
│
こ
ん
な
日
本
の
政
策
が
長
く
続

け
ば
そ
の
分
だ
け
災
い
を
も
た
ら
し
ま
す
。

政
府
は
「
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪
」

と
い
う
口
実
で
、
実
際
の
犯
罪
行
為
が

な
く
て
も
、
話
し
合
い
や
相
談
、
計
画
を

し
た
だ
け
で
犯
罪
と
み
な
す
「
共
謀
罪
」

を
創
設
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
相
談
や
計
画
が
犯
罪
に

な
る
か
は
、
捜
査
機
関
の
裁
量
に
ゆ
だ

ね
ら
れ
、
国
民
の
思
想
や
内
心
ま
で
処

罰
の
対
象
と
す
る
違
憲
立
法
で
す
。

い
ま
で
も
大
分
県
警
別
府
署
に
よ
る

労
働
組
合
事
務
所
の
監
視
な
ど
不
当
な

捜
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
共

謀
罪
」
に
よ
っ
て
捜
査
機
関
に
よ
る
市
民

生
活
全
体
へ
の
監
視
・
盗
聴
が
横
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
「
共
謀
罪
」

の
創
設
は
、
過
去
３
回
に
わ
た
っ
て
国
民

の
反
対
で
葬
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
テ
ロ
対
策
」
を
口
実
に
し
て
い
ま
す

が
、
テ
ロ
と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
通

常
の
犯
罪
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
日
本
は
テ
ロ
防
止
の
た
め
の
１
３

本
の
国
際
条
約
を
締
結
し
、
そ
れ
に
も

と
づ
く
国
内
法
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
も
と
で
、
あ
ら
た
め
て
「共
謀
罪
」

を
創
設
す
る
こ
と
は
、
秘
密
保
護
法
、

安
保
法
制
＝
戦
争
法
を
は
じ
め
、
安
倍

政
権
に
よ
る
「
戦
争
す
る
国
」
づ
く
り
を

さ
ら
に
進
め
る
た
め
で
あ
り
、
現
代
版

「
治
安
維
持
法
」と
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

安倍政権から憲法いかす

野党連合政権へ

「毎日」

１月６日付夕刊

多様性が強み 政党間の路線、将

来像の違いや多様な個人の立場の違い…

こうしたことを尊重し、尊敬をもって大義で

結束することで共闘の輪が広がります。

（写真）第２７回党大会で、代議員とともに拳をあげる（壇上前列左から）糸数、
安住、志位、小沢、吉田の各氏＝１月１５日、静岡県熱海市

日
本
共
産
党

「
携
帯
ペ
ー
ジ
」

法案の名前が変わるだけ

き
ょ
う

ぼ
う

ざ
い
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第
４
回
定
例
議
会
（
１
２
月
議
会
）

は
１
２
月
７
日
か
ら
２
１
日
ま
で
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
２
１
日
、
各
常
任
委
員
会

委
員
長
か
ら
の
議
案
審
査
結
果
報
告
を

受
け
、
全
議
員
で
採
決
し
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
の
金
子
卓
議
員
は
、
総
合
支
所

を
支
所
に
改
変
す
る
こ
と
を
含
む
「
常
陸

大
宮
市
行
政
組
織
条
例
」
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
証
明
書
等
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
を
可
能
と
す
る
「
常
陸
大
宮
市
印

鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
の
２

つ
の
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

請
願
で
は
、
岩
崎
区
長
ほ
か
１
２
名

か
ら
提
出
さ
れ
た
「
岩
崎
地
内
市
道
１

０
５
１
号
線
・
１
０
５
４
号
線
・
１
０

５
５
号
線
拡
幅
改
良
工
事
に
関
す
る
請

願
書
」
（
紹
介
議
員
は
金
子
卓
議
員
）
と

家
和
楽
区
長
ほ
か
４
８
名
か
ら
提
出
さ

れ
た
「
家
和
楽
地
区
市
道
５
６
６
号
線

の
道
路
拡
幅
に
関
す
る
請
願
書
」
（
紹
介

議
員
は
三
次
弘
司
・
岡
崎
欣
也
両
議
員
）

は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
労
働
組
合
総
連
合
茨
城
県
連
合

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
奨
学
金
制
度
の

改
善
と
教
育
費
負
担
の
軽
減
に
関
す
る

意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
請
願
書
（
紹

介
議
員
は
大
貫
道
夫
議
員
）
は
全
会
一

致
で
採
択
。
意
見
書
が
国
会
お
よ
び
関

係
行
政
庁
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
保
険
医
協
会
か
ら
出
さ
れ
た

「
高
額
療
養
費
」
「
後
期
高
齢
者
の
窓

口
負
担
」
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
現
行
制

度
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を

市
議

会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
で

一
般

質
問

の
録

画
が
見

ら
れ

ま
す金子卓議員

１２月１６日に質問

４
０
年
」
と
い
う
見
出
し
で
、
「
日
本
原

子
力
発
電
東
海
第
二
原
発
は
１
１
月
２

８
日
、
営
業
運
転
か
ら
３
８
年
を
迎
え

る
。
再
稼
動
の
前
提
と
な
る
国
の
審
査

は
中
盤
に
入
り
、
基
準
地
振
動
の
決
定

な
ど
一
定
の
進
展
は
あ
っ
た
も
の
の
、
依

然
と
し
て
合
格
は
見
通
せ
な
い
。
国
が
定

め
た
原
則
４
０
年
の
寿
命
も
迫
る
中
、

延
長
申
請
の
期
限
ま
で
は
残
り
１
年
を

切
る
」
と
い
う
記
事
を
載
せ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
当
市
の
広

域
避
難
計
画
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
の
進

捗
状
況
と
そ
の
詳
細
内
容
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
民

部
長

現
在
、
茨
城
県
と
栃
木

県
の
両
県
が
間
に
入
っ
て
、
避
難
先
自

治
体
と
受
け
入
れ
可
能
人
数
や
避
難
ル
ー

ト
の
調
整
等
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
今

金
子

議
員

１
１
月
２
８
日
付
「
茨

城
新
聞
」
は
、
「
東
海
第
二
原
発
、
営
業

運
転
開
始
３
８
年
」
「
遠
い
合
格
、
迫
る

よ
っ
て
は
市
内
業
者
だ
け
で
は
対
応
が
で

き
な
い
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
公
平
性

や
平
等
性
を
維
持
し
つ
つ
、
市
内
業
者

の
健
全
な
成
長
・
育
成
と
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
く
観
点
か
ら
、
今
後

と
も
市
内
業
者
の
受
注
機
会
が
増
え
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

金
子

議
員

請
負
業
者
に
対
し
下
請

け
発
注
を
市
内
業
者
に
と
い
う
事
で
す

が
、
例
え
ば
、
東
芝
が
受
注
し
た
防
犯

等
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
で
、
実
際
に
交
換
作

業
を
お
こ
な
っ
た
の
は
市
内
業
者
で
し
た
。

し
か
し
、
下
請
け
は
、
本
店
が
常
陸
太

田
市
に
あ
る
業
者
で
あ
り
、
市
内
業
者

は
孫
請
け
で
す
。
市
民
の
方
か
ら
強
く

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
契
約
先
の
東
芝
と

の
協
議
で
何
と
か
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
分
離
・
分
割
発
注
で

す
が
、
ま
だ
ま
だ
当
市
は
不
十
分
と
考

え
ま
す
。

市
内
に
本
店
を
有
す
る
業
者
へ
の
受

注
機
会
増
大
の
た
め
の
措
置
を
あ
ら
ゆ

る
市
公
共
事
業
の
発
注
に
お
い
て
具
体

化
す
る
こ
と
を
強
く
要
請
し
ま
す
。

道
路
の
陥
没
、
橋
梁
の
破
損
、
崩
壊
、

避
難
経
路
の
混
雑
、
錯
綜
な
ど
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
複
合
災
害
を
想
定
し
た

避
難
計
画
に
つ
い
て
も
、
県
の
指
導
を

得
な
が
ら
、
策
定
自
治
体
と
の
情
報
交

換
も
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

金
子

議
員

当
市
は
、
計
画
の
年
度

内
策
定
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
な

の
で
し
ょ
う
か
。

市
民

部
長

ま
だ
避
難
先
等
の
決
定

が
い
つ
の
な
る
か
見
込
め
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
そ
の
辺
を
鑑
み
ま
す
と
年
度
内
の

広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
厳

し
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

後
は
避
難
先
候
補
の
自
治
体
が
決
ま
り

次
第
、
避
難
先
自
治
体
と
避
難
所
に
関

す
る
協
定
を
お
こ
な
い
、
避
難
者
の
輸
送

方
法
、
輸
送
車
輌
の
確
保
、
避
難
経
路

の
設
定
等
々
検
討
し
て
い
き
、
避
難
計

画
の
策
定
を
進
め
る
予
定
で
す
。

金
子

議
員

避
難
計
画
の
作
成
に
お

い
て
、
単
独
災
害
と
複
合
災
害
と
い
う

言
葉
が
で
て
き
ま
す
が
、
現
在
の
避
難

計
画
は
単
独
災
害
を
想
定
し
て
の
策
定

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
違
い
を
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民

部
長
現
在
作
成
を
進
め
て
い
る

計
画
は
、
原
子
力
の
単
独
の
災
害
を
想

定
し
て
で
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
地

震
や
水
害
な
ど
に
よ
る
複
合
災
害
も
想

定
し
た
計
画
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い

ま
す
が
、
複
合
災
害
を
想
定
す
る
と
、

そ
の
他

の
質

問
項

目

■
市
情
報
の
発
信
に
つ
い
て

①
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

②
市
役
所
玄
関
の
案
内
掲
示
板

③
道
の
駅
「
常
陸
大
宮
」
で
の
情
報
発
信

＊
金
子
議
員
の
一
般
質
問
全
文
と
答
弁
概
要
を

ま
と
め
た
冊
子
必
要
な
方
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

求
め
る
請
願
（
紹
介
議
員
は
金
子
卓
議

員
）
は
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
全
議
案
の
終
了
後
、
緊

急
動
議
と
し
て
、
川
上
博
・
岡
崎
榮
一
・

岡
崎
欣
也
の
３
議
員
に
対
す
る
辞
職
勧

告
が
順
に
提
出
、
賛
成
多
数
で
そ
れ
ぞ
れ

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
１
０
日
の
議
長
選
挙
の
疑
惑
を

調
査
す
る
た
め
、
８
月
１
６
日
に
議
会

議
員
倫
理
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
：

岡
崎
欣
也
議
員
、
途
中
１
３
回
目
か
ら

小
森
敬
太
郎
議
員
に
交
代
）
が
設
置
さ

れ
、
１
２
月
５
日
ま
で
１
５
回
の
特
別

委
員
会
で
調
査
が
続
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

金
子

議
員

市
の
公
共
工
事
事
の
発

注
に
あ
た
っ
て
は
、
本
市
経
済
の
活
性
化

及
び
市
内
に
本
店
を
有
す
る
市
内
業
者

の
育
成
・
振
興
を
図
る
観
点
か
ら
、
で
き

る
限
り
市
内
業
者
に
発
注
す
る
よ
う
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
法
人
市
民
税

に
よ
る
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
も
大
事

な
課
題
で
す
。

市
の
建
設
工
事
等
入
札
指
名
業
者
選

定
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
る
副
市
長
に

質
問
し
ま
す
が
、
当
市
は
市
内
業
者
の

受
注
機
会
増
大
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

方
針
を
持
っ
て
実
施
し
て
い
る
の
か
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

副
市

長
工
事
や
工
事
の
難
易
度
に

請
願

の
審

査
結

果

３
人
の
議
員
に
辞
職
勧
告

金
子

議
員

市
長
等
を
対
象
と
し
た

政
治
倫
理
条
例
の
策
定
で
す
が
、
県
内

多
く
の
市
が
市
長
等
も
対
象
に
し
て
い

ま
す
。

政
策

審
議

監
県
が
取
り
ま
と
め
た
状

況
で
は
、
県
内
４
４
自
治
体
の
う
ち
、

市
長
等
あ
る
い
は
議
会
議
員
を
対
象
と

し
て
制
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
３
３
自
治

体
、
こ
の
う
ち
市
長
等
を
対
象
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
２
２
自
治
体
、
議
会
議
員

の
み
の
と
こ
ろ
が
１
１
自
治
体
、
未
制

定
が
１
１
自
治
体
で
す
。

適
用
対
象
者
を
は
じ
め
、
遵
守
事
項
・

内
容
に
つ
い
て
は
自
治
体
ご
と
に
差
異
が

あ
り
ま
す
。
市
長
等
を
対
象
と
し
て
い
る

２
２
自
治
体
の
う
ち
三
役
を
対
象
と
し

て
い
る
の
が
１
７
、
市
長
の
み
を
対
象
と

し
て
い
る
の
が
３
、
市
長
と
副
市
長
あ
る

い
は
市
長
と
教
育
長
を
対
象
と
し
て
い
る

の
が
各
１
と
な
っ
て
い
ま
す
。

金
子

議
員

当
市
の
政
治
倫
理
条
例

の
対
象
は
議
員
だ
け
で
す
。
当
然
、
市

長
等
も
対
象
と
し
た
政
治
倫
理
条
例
を

策
定
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

市
長

さ
ら
に
県
内
の
動
向
等
を
注

視
し
な
が
ら
今
後
の
検
討
課
題
と
考
え

て
い
ま
す
。


